
 

市民会議で検討した意見について、 

サウンディング調査等を踏まえた基本計画への反映状況 

 

（１）施設コンセプトについて 

・全方位型に丸くせず、尖る部分の選択をはっきりさせるべき。 

・食べること・遊ぶこと・買うことの３つが肝であり、飲食機能についても、市内の飲食店も道の

駅に出向いてくるような考え方とするべき。 

・体験の要素を充実させるべき。 

・村山に拘らず、山形という広い地域でものを考えた方が良い。 

・食べ物でも、お祭りなどでも、通年ということで考えるべき。 

 

■市民会議・サウンディング調査結果等を踏まえた基本計画への反映状況 

⇒市の特産や個性を重視した飲食機能の充実は必要なこととの意見を踏まえ、コンセプト「とま

る」の考え方を“『食』に特化した道の駅”として内容を整理し、この部分を尖るべきポイントと

して設定しています（資料 3-3 Ｐ53）。「バイヤーやマネージャーの育成、事業者側の人材育成

が重要」というご意見も踏まえ、今後、事業者選定段階における評価ポイントとすることを検

討します。 

 

  

資料３－１ 



 

⇒体験の要素として、サウンディング調査より維持管理経費の負担増となるような収益性の低い

機能が占める面積の割合は極力少なくするべきという意見を踏まえ、本施設では、ハードとし

て用意するのはイベント広場、BBQ 広場、ドッグラン、屋内遊具、RV車対応スペースなど最

低限とし、主にソフトとして、村山市の魅力を見て知ってもらう旅の出発地となるような情報発

信や企画の検討・窓口としての機能を設置し、例えば、農業体験を行っている市内各所農園を案

内するなどの工夫を講じるよう誘導していくこととしています。この中で、インバウンド対応

も図っていくこととします。 

 

  



 

（２）諸施設機能についてのアイデア 

・屋内・屋外子どもの遊び場、バスターミナル、RV パーク、キャンピングカー等レンタルビーク

ル、雪室、ナショナルブランドカフェといった諸機能 

・デイリーユース機能の充実 

 

■市民会議・サウンディング調査結果等を踏まえた基本計画への反映状況 

⇒子どもの遊び場については、ファミリー層をターゲットに、子どもたちと大人たちが集まり、

大人が財布を開くような施設を目指し、道の駅内に設置します。ただし、その運用管理につい

ては、市からは専門の人材配置は想定せず、基本的に事業者の負担とします。（資料 3-3 

P56） 

⇒バスターミナル、RV パークについては、当初計画どおり進めます。なお、RV パークは収益が

見込める機能であるため、詳細な規模やタンクステーションの性能等については事業者の提案

とします。なお、レンタルビークルとしてキャンピングカーのレンタル受付を検討していまし

たが、具体的な記述であり、必須機能とすることで提案者の縛りになりかねないという意見等

を踏まえ、除外しています。（資料 3-3 P56） 

 

 

⇒雪室については、積雪量は年によって違うこと、かき集める際に、どうしても不純物等の混入

が起こり、黒ずみ、きれいな雪を見せることが難しいため、施設機能から除外します。 

  



⇒ナショナルブランドカフェは、地元の方のデイリーユース機能として需要が高いことをサウン

ディング調査を踏まえて確認できました。ただし、必須の提案として求めることは提案者の縛

りになりかねないという意見等を踏まえ、バラマーケット内に“カフェ”として位置づけることに

留め、その仕様を具体的に明記することはしません。また、改めて、本道の駅では、「観光客を

メインターゲットとすること」を、事業者に対するメッセージとして明記します。（資料 3-3 

P3） 

 

 

 

 

  



 

（３）目標値 

・県内で一番人が集まってほしい。 

・10 年、20年後も流行っている道の駅としたい。 

・入込を２倍にするようなチャレンジングな要求。 

 

■サウンディング調査結果等を踏まえた基本計画への反映状況 

⇒KPI として、県内トップクラスの入込と、売上高は現状の約２倍を提示したところ、運営事業

者を中心に達成は十分可能な市場環境であると評価頂きました。売上高の目標値については、

資料で提示している 5.76 億円/年と設定します。なお、入込客数 200 万人は、実態と乖離して

いるという指摘を踏まえ、県内トップクラスの集客を目指すという考え方を第一にし、レジ通

過約 80万人、レジ通過者×2.5＝入込客数という考え方を明記することとします。（資料 3-3 

P64） 

 

 

 

 

 


